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別紙                         氏 名 大島 もえ  

質 問 事 項 

 

№ １－１  

教育予算の実態と影響及び在り方について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

 教育予算は、未来を担う人材を育成する上で不可欠な「投資的経費」で

す。 

 しかし近年、小中学校現場では以下のような一部事業の縮小が見られ、教

育効果への影響が懸念されます。 

・学校給食センターやごみ焼却場（晴丘センター）などへの見学にかかるバ

ス代の削減により、体験型学習が実施できなくなった事例 

・プール授業の民間委託において、年間授業日数が従前の５日から４日に減

少した事例 

 さらに、近年の報道では、本来市費で負担すべき経費を学校の後援会費や

ＰＴＡ会費から補塡している実態が全国的に問題視されており、本市でも同

様の事案がないか、その確認や防止策が求められます。 

 こうした課題を踏まえ、教育現場の実態と影響、予算編成や対応方針の在

り方について、包括的に伺います。 

 

（１） 教育予算の規模・優先順位及び内容別傾向について 

    教育関連予算は全体予算の中でどのような位置付けで編成されてい

ますか。 

    また、学校施設整備等の設備投資系予算と、体験学習・教材費・外

部委託授業など教育内容に直結する予算を区分した場合、それぞれの

規模や近年の推移、重点化・縮小の傾向についてお伺いします。 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                         氏 名 大島 もえ  

質 問 事 項 

 

№ １－２  

教育予算の実態と影響及び在り方について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

（２） 教育現場の意見反映と事業縮小の影響について 

    学校現場（教職員・保護者等）からの要望や意見は、どのように制

度的に収集され、予算や事業内容に反映されているのか伺います。 

    また、近年縮小又は廃止された教育関連事業がある場合、その具体

的内容と理由、教育現場への影響の把握・検証状況について併せて伺

います。 

 

（３） 私費負担（後援会費・ＰＴＡ会費）による補塡の有無及び対応状況

について 

    報道されているような「本来公費で賄うべき支出を後援会費やＰＴ

Ａ会費で補っている」という状況が本市でも存在しないか、確認結果

と、仮に存在する場合の補塡内容・原因の把握・今後の対応を伺いま

す。 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                         氏 名 大島 もえ  

質 問 事 項 

 

№ ２－１  

不登校児童生徒への包括的支援と学習保障・評価の改善につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

 本市において不登校児童生徒数は近年増加傾向にあり、スクールカウンセ

ラー等による心理的支援や、別室登校・校内フリースクールなどの多様な居

場所には課題意識が持たれています。 

 一方で、学校環境や学級運営の課題に起因するケースも少なくなく、こう

した構造的要因への対応という課題も残っています。 

 また、既存の居場所においては、学習補充や将来の選択肢を狭めないため

の対応が不足しており、希望する児童生徒に対しては、整備された居場所に

学習を伴わせる仕組みの構築が求められています。こうした不登校対応に限

りませんが、文部科学省は、新学習指導要領に基づいた児童生徒の資質・能

力の育成に向けて、ＩＣＴを最大限活用し、これまで以上に「個別最適な学

び」の実現にも言及しています。 

 さらに、現行の成績評価制度では、授業出席がなければ評定が１とされて

おり、不登校児童生徒は、テストや課題に主体的に取り組んでも学びが十分

に評価されない仕組みが課題となっていますが、文部科学省は、「主体的に

学習に取り組む態度」を成績（評定）に直接反映させない方針を示してお

り、これらも含めて改善の余地があると考えられます。 

 今後は、子ども一人一人が安心して学び、成長できる教育環境を整えるた

めに、現状の課題を把握し、改善策を段階的かつ実効的に実施していく必要

があると考え、その具体的な取組や今後の方針について伺います。 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                         氏 名 大島 もえ  

質 問 事 項 

 

№ ２－２  

不登校児童生徒への包括的支援と学習保障・評価の改善につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

（１） 学校環境・学級運営の改善について 

    子どもが安心して学校に通い続けられる環境を整えるため、学校環

境や学級運営、教員の関わり方についての課題意識を伺います。 

 

（２） 個別支援内容のカルテ化と情報共有について 

    不登校児童生徒の状況を的確に把握し、関係者が連携して支援を行

えるよう、カルテ的な仕組みを充実することについて、今後の方針を

伺います。 

（３） 居場所に学習を伴わせる仕組みと評価改善について 

    別室登校や校内フリースクールなど多段階的な居場所は整備されて

きたものの、そこに通っても学習フォローがほとんど行われていない

現状があります。 

    こうした場で、希望する児童生徒に対しては、担任や教務主任、支

援コーディネーター等が連携して学習計画の策定等を行い、教員によ

る教科指導やＩＣＴを活用した補充学習をプラスオンするなどの学習

補充に対する選択肢の確保とともに、授業出席に依存しない学習評価

への改善も含めて、どのように整備していく考えかを伺います。 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                         氏 名 大島 もえ  

質 問 事 項 

 

№ ３－１  

酷暑下の学校教育現場における児童生徒の安全・健康確保につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

 近年の酷暑により、学校教育現場では児童生徒の安全と健康の確保が重要

課題となっています。 

 プール授業時の安全確保、部活動後の下校に備えた水分補給、体育授業に

おける水筒の扱い、体操服の個人情報保護などの具体的課題について、教育

委員会としての改善策を伺います。 

 

（１） プール授業時のプールサイド等の安全確保について 

    夏季のプール授業時にプールサイド等の温度が高く、児童生徒が靴

を脱いでから入水するまでのコンクリート部分が、素足で歩行できな

いほど高温になる状況があり、他県では児童がプールサイドでお尻を

やけどする事故も発生しています。 

    プールサイド等の高温対策や、安全に歩行可能な環境整備について

対応を伺います。 

 

（２） 部活動後の下校に備えた水分補給等について 

    部活動終了後、完全撤退時刻を意識するあまり、水筒が空のまま下

校する生徒がいます。特に長距離通学の生徒にとっては、熱中症や脱

水のリスクが高まります。水分補給の機会を確保する仕組みや、下校

前の点検・補給体制の整備について伺います。 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                         氏 名 大島 もえ  

質 問 事 項 

 

№ ３－２  

酷暑下の学校教育現場における児童生徒の安全・健康確保につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

（３） 水筒を忘れた生徒の体育授業参加について 

    水筒を忘れた生徒が、体育の時間に授業を受けられない可能性があ

る旨の指導があります。教育委員会から各学校にペットボトルの供給

があることから、授業参加を妨げる必要はなく、教育の保証の観点か

らも不適切と考えます。 

    水筒を忘れた生徒が授業を受けられる仕組みについて対応を伺いま

す。 

（４） 体操服への名字の刺繍と個人情報保護について 

    暑さ対策の一環で体操服での登下校が可能となりましたが、中学生

の体操服には上下ともに胸や腰に名字が刺繍されています。 

    個人情報保護の観点から懸念があり、小学生の体操服には名字の刺

繍がありません。 

    中学生の体操服に名字の刺繍が必要か再検討し、個人情報保護に配

慮した対応について伺います。 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                         氏 名 大島 もえ  

質 問 事 項 

 

№ ４  

自治体としてのリユース促進とサポートについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

 本市では「リサイクル」についての拠点施設は整備されているものの、

「リユース」機能は手薄だと考えます。着物やランドセルなどは市民団体等

による活動もあり、年に数回の提供会や回収による途上国への送付などが行

われています。しかし、制服・体操服・体育館シューズ等については入学後

にＰＴＡごとで行われる機会に限られ、学用品・子ども服のお下がりなどの

リユース活動の機会については、仕組みや支援に課題があります。 

 個々の団体や個人の取組に頼る状況には限界があり、本市としても活動を

支援・促進できる可能性について検討が求められます。 

 そこで、リユース機能の現状、既存の活動が抱える課題と本市の支援策、

そして今後の方向性について伺います。 

 

（１） リユース機能の現状と課題について 

    市としてのリユース拠点の不足等に関する課題認識について伺いま

す。また、既存の市民団体等による活動における保管場所・仕組み・

活動主体の問題など、市民団体等が直面する課題に対する本市の認識

について伺います。 

 

（２） 今後の方向性について 

    リユース促進のため、拠点整備や仕組み作り、市民団体等との連携

など、本市としての具体的支援策や今後の方向性について伺います。 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 
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別紙                         氏 名 大島 もえ  

質 問 事 項 

 

№ ５  

公共施設における生理用品等の利用環境整備について 

 

 

 

 

 

 

 

 

要 

 

 

 

旨 

 小中学校では一部生理用品の配置が進められていますが、市内公共施設に

おける利用者の性別や状況に応じた生理用品やサニタリーボックスの設置状

況には、更なる環境整備の余地があると考えます。 

 市民が安心して施設を利用できるための環境整備の観点から、市内各種公

共施設における生理用品の配置状況や、男性用トイレへのサニタリーボック

スの設置などに関する本市の方針と課題認識、また、今後の方向性について

伺います。 

 ※ 申し合わせ事項に留意する。 


